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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，月経周期に伴うホルモンバランスの変化が注意制御機能に及ぼす影響を検討した。
そのため，標的以外の刺激(妨害刺激)に注意が逸脱することによって，標的の同定成績が低下
する注意の捕捉現象を利用した。女性被験者は月経周期の MP 期，FP 期，LP 期に実験を実施し，
実験前に唾液を採取することによって，エストラジオールとプロゲステロンの測定を行った。
時間的及び空間的探索課題を用いて実験を行ったところ，両課題において注意の捕捉が認めら
れた。時間的探索課題を用いた場合には，男性に比べて女性の方が注意の捕捉の生起量が大き
かった。これは，時間的な探索課題を遂行中の女性は，男性に比べて課題に関係のない目立つ
刺激を無視できず，注意を向けてしまうことを示している。しかしながら，両課題とも注意の
捕捉の生起量は月経周期のいずれの段階も一定だった。これらの結果から，時間的探索課題で
認められた注意の捕捉の男女差は，性に特有なホルモンに起因するのではなく，身体的な差に
起因することが示唆された。	
 
研究成果の概要（英文）： 
Target identification is impaired by a salient distractor. It has been suggested that this 
impairment is caused by the temporal or spatial deviation of attentional focus from a 
task-relevant location to the distractor (attentional capture). The present study 
examined the effect of menstrual cycle on attentional capture for women across 
different phases of their menstrual cycle (the MP, FP, and LP). We collected saliva 
samples from women subjects for each experimental session to analyze estradiol and 
progesterone concentrations in the FP, LP and MP. The results indicate that robust 
attentional capture occurred in temporal and spatial search tasks. Attentional capture 
was more profound for women than men only in the temporal search task. This 
suggests that women are more sensitive to a salient but task-irrelevant item than men 
when they are searching for a target embedded among a rapid stream of nontargets. 
Importantly, the magnitude of attentional capture was unaffected by the menstrual 
cycle. Theses results suggest that sex differences in attentional capture in the 
temporal search task result from physiological differences rather than sex hormones.  
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１．研究開始当初の背景 
	
 月経周期に伴うホルモンバランスの変化

は，女性の身体的状態や情緒に影響を及ぼす
だけでなく，記憶や視覚的注意などの認知機

機関番号：34514 

研究種目：挑戦的萌芽研究	
 

研究期間：2011～2012	
 

課題番号：23653232	
 

研究課題名（和文）月経周期と注意制御機能の統合的メカニズムの解明	
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能に影響を及ぼす(e.g., Kimura & Hampson, 
1994)。視覚的注意は，視覚情報のなかから
特定の情報を選択し，認識することを可能に
する機能である。この効果は，注意を向けな
かった対象よりも注意を向けた対象に対し
て素早く反応できることや，正確に認識でき
ることから認められる。先行研究では，特定
の対象への注意の定位は，月経周期の影響を
受けることが報告されている(e.g., Beaudoin 
& Marrocco, 2005)。  
２．研究の目的 
	
 視覚的注意の定位は，どこに注意を向ける
かを決定する注意制御機能の影響を受ける。
このことは，注意制御機能もまた，月経周期
に伴うホルモンバランスの変化の影響を受
ける可能性を示している。そこで本研究では，
注意制御機能に及ぼす月経周期の影響を検
討した。注意の定位は，目下の行動目標に応
じて目的指向的に制御される場合 (Folk, 
Remington, & Egeth, 1992)と，目標とは無
関係な目立つ対象に注意が刺激駆動的に向
いてしまう場合がある(Theeuwes, 1992)。後
者の刺激駆動的な制御の効果は，標的以外の
刺激(妨害刺激)に注意が逸脱することにより，
標的の同定成績が低下することによって認
められる。この注意の捕捉は，注意が妨害刺
激に時間的に逸脱する場合と空間的に逸脱
する場合がある。もし，月経周期に伴うホル
モンバランスの変化が注意制御機能に影響
を与えるならば，注意が妨害刺激に逸脱する
程度が周期段階に応じて変化すると考えら
れる。 
３．研究の方法 
	
 本研究では，時間的な探索課題と空間的な
探索課題を用いた。時間的な探索課題では，
高速逐次呈示される灰色のアルファベット
文字(非標的)群のなかに紛れた 1つだけ色の
異なるアルファベット文字(標的)を同定す
ることが求められた(図 1A 参照)。このとき
標的に先行して，非標的群の上下左右の位置
に 4つの#(妨害刺激)が一瞬だけ出現した。
妨害刺激は，3つは灰色で 1 つは異なる色を
していた。空間的な探索課題では，標的を含
む非標的群が円形状に同時に呈示された(図
1B 参照)。標的は 1 つだけ異なる形(円形)を
しており，残りは全て同じ形(菱形)をしてい
た。全ての刺激が同じ色(緑)をしている場合
と，非標的の 1つが赤色の妨害刺激として呈
示される場合があった。被験者は，妨害刺激
を無視しながら，標的のなかにある線分の方
位をできるだけ素早く報告することが求め
られた。	
 
	
 ホルモンバランスの変化の影響を検討す
るために，同一被験者が一定の間隔をあけて
3回実験に参加した。女性被験者は，月経開
始 2-7 日目(MP 期)と 9-15 日目(FP 期)，18-25
日目(LP 期)に実験を実施した。このとき，唾

液を採取することによって FP 期に多く分泌
される女性ホルモンの一種であるエストラ
ジオールと LP 期に多く分泌されるプロゲス
テロンの測定を行った。男性被験者は 7-10
日毎に計 3 回実験を行った。	
 

	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 	
 
	
 

図 1.	
 実験画面例	
 

	
 
４．研究成果	
 
	
 プロゲステロンの分泌量は，LP 期が残りの
周期に比べて有意に多かった。	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 2.	
 時間的探索課題における標的の同定成績	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図 3.	
 空間的探索課題での標的に対する反応時間	
 

	
 
	
 時間的探索課題では，妨害刺激が呈示され
たときの標的の同定成績は，妨害刺激が呈示
されなかったときに比べて，有意に低いこと
が認められた(図 2 参照)。空間的探索課題で
は，妨害刺激が呈示されたときの標的に対す
る反応時間は，妨害刺激が呈示されなかった
ときに比べて，有意に遅いことが認められた
(図 3 参照)。これらの結果は，両課題におい
て注意の捕捉が生じたことを示している。特
に時間的探索課題では，女性は男性に比べて
注意の捕捉の生起量が大きかった。このこと
は，時間的な探索を行っている女性は，男性
に比べて課題に関係のない目立つ刺激を無
視できないことを示しており，この結果は先
行研究と一致している。しかしながら，時間
的及び空間的探索課題の両方において，注意
の捕捉の生起量は月経周期のいずれの段階
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においても変化は認められなかった。以上の
ことから，時間的探索課題で認められた刺激
駆動的な注意の定位の男女差は，性に特有な
ホルモンに起因するのではなく，身体的な差
に起因することが示唆された。	
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